
　

２
０
１
９
年
２
月
２
日
㈯
、
広
島
県
立
総
合
体
育
館
（
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
大
会
議
室
に
て
「
青
少
年
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ダ
プ
ト
活
動
の
精
神
を
広
く
理
解
し
て

も
ら
い
、
次
世
代
を
担
う
若
い
活
動
会
員
を
増
や
し
た
い
と
い
う

思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
も
、
今
年
で
７
回
目
。
広
島

県
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
官
民
協
働
の
「
青
少
年
ア
ダ
プ

ト
活
動
支
援
」
と
し
て
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
様
の
ご
協
賛
、
一
般
社

団
法
人
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、

株
式
会
社
上
垣
組
、
山
陽
建
設

株
式
会
社
、
住
友
生
命
保
険
相

互
会
社
広
島
支
社
、
の
ご
協
賛
、

公
益
社
団
法
人
食
品
容
器
環
境

美
化
協
会
、
広
島
県
の
ご
協
力
、

中
国
新
聞
社
の
ご
後
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
東
広
島

市
や
江
田
島
市
、
山
県
郡
か
ら

８
団
体
が
参
加
。
コ
ン
テ
ス
ト

の
最
後
に
は
、
活
動
団
体
に
対

す
る
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　昨年７月、本県では未曽有の
大災害に見舞われました。早期
の「復旧・復興」に努めておりま
すが、今後、地域の活力を再創
出していくためには、「アダプト活
動」などを通した皆様方のご支
援・ご協力が必要と考えています。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

　近年、海洋プラスチックごみ
が海の生態系を脅かしています。
ポイ捨てをしないことに加え、使
い捨て用プラスチックの利用を
減らすことも重要です。誰かが
解決してくれるのを待つのではな
く、一人ひとりができることを、
すぐにでも実践していきましょう。

　活動を始めたばかりの団体、
長い歴史のある団体があると思い
ますが、皆さんゆっくり・楽しく・
長く・安全に活動を続けてくださ
い。そして、「青少年活動コンテス
ト」で日頃の成果を発表してくだ
さい。今日の皆さんの発表を、楽
しみに拝聴させていただきます。

ごあいさつ
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Ｊ
Ｒ
で
通
学
す
る
生
徒
が

多
か
っ
た
１
９
９
２
年
ご
ろ
、

「
加
計
駅
前
の
ト
イ
レ
を
一
部

の
生
徒
が
汚
し
て
い
る
」
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
生
徒
会
執

行
部
が
呼
び
か
け
、
加
計

駅
前
の
ト
イ
レ
や
周
辺
道

路
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実

施
。
１
９
９
９
年
８
月
10
日

に
「
広
島
県
ア
ダ
プ
ト
制
度
」

の
前
身
で
あ
る
「
広
島
県
道

路
里
親
制
度
」
が
始
ま
る
と
、

当
校
は
最
初
の
モ
デ
ル
団
体

　

千
代
田
高
校
で
は
、
国
道

２
６
１
号
線
の
清
掃
と
草
抜

き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
課

後
に
希
望
者
が
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
毎
回

全
校
生
徒
の
３
分
の
１
以
上
・

約
60
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

国
道
２
６
１
号
線
は
ご
み
よ

り
も
雑
草
が
多
い
た
め
、
草

抜
き
中
心
の
活
動
に
な
り
ま

す
。
ま
た
千
代
田
地
域
で
は
、

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

と
地
域
の
方
々
が
合
同
で
行

う
、
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
計
高
校
生
徒
会
は
、
毎

月
第
３
木
曜
日
の
放
課
後
に

通
学
路
・
旧
加
計
駅
駐
車

場
・
公
園
な
ど
の
清
掃
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
校

生
徒
の
約
半
数
が
積
極
的
参

加
す
る
ほ
か
、
山
県
警
察
署

や
加
計
小
学
校
、
地
域
の
方

な
ど
、
多
く
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た

緑
化
推
進
活
動
と
し
て
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。

掃
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
高
校
生
に
よ
る
中
山
間

地
域
わ
く
わ
く
事
業
」
で
は
、

「
千
代
田
高
〝
緑
ま
ん
〞
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
特
産
品
を
生
か
し
た

ス
イ
ー
ツ
を
商
品
化
し
ま
し

た
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
〝
緑

ま
ん
〞
の
販
売
で
地
域
の
活

性
化
を
図
り
、
地
域
へ
の
愛

着
を
深
め
、
地
域
貢
献
へ
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
続
け
て

い
ま
す
。

広島県立加計高等学校広島県立加計高等学校広島県立千代田高等学校広島県立千代田高等学校

地
域
地
域
か
ら
か
わ
い
が
ら
れ
る

か
ら
か
わ
い
が
ら
れ
る
人
材
に
成
長

人
材
に
成
長
し
て
い
る
で

し
て
い
る
で
賞賞

力
を
合

力
を
合
わ
せ
て
や
り
終
え
た

わ
せ
て
や
り
終
え
た
達
成
感
は
格
別
で
賞

達
成
感
は
格
別
で
賞

　

志
和
堀
ホ
タ
ル
ま
つ
り
実

行
委
員
会
は
、
志
和
堀
小
学

校
を
中
心
に
、
自
治
会
、
各

団
体
を
は
じ
め
、
志
和
堀
小

学
校
区
全
体
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
半
川
の
清
掃
、
カ

ワ
ニ
ナ
の
放
流
、
カ
ワ
ニ
ナ

の
餌
や
り
、
ホ
タ
ル
の
養
殖
、

ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
環
境
づ
く
り

な
ど
、
き
れ
い
な
水
・
澄
ん

だ
空
気
・
美
し
い
自
然
を
守

る
た
め
、
オ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

志
和
堀
ホ
タ
ル
ま
つ
り

　
「
半
尾
川
再
生
ま
ち
づ
く

り
倶
楽
部
」は
、広
島
大
学

の
教
員
や
学
生
、郷
土
史
に

詳
し
い
市
民
、建
築
士
グ
ル

ー
プ
な
ど
、多
彩
な
会
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。生
物

調
査
は
も
と
よ
り
、環
境
に

配
慮
し
た
ハ
ー
ド
設
備
を
専

門
的
に
検
討
で
き
る
メ
ン
バ

ー
も
い
る
た
め
、ア
ド
ボ
カ

シ
ー
（
政
策
提
言
）活
動
へ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
で

す
。

　

今
回
は
広
島
大
学
の
学
生

は
、
毎
年
６
月
の
第
２
土
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
動
員
数
は
４
５
０
人
、

来
場
者
は
約
３
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
で
32

回
目
を
迎
え
、
東
広
島
市
で

は
「
西
条
酒
ま
つ
り
」
に
続

く
、
第
２
の
ま
つ
り
に
成
長

し
ま
し
た
。
西
志
和
小
学

校
、
東
志
和
小
学
校
、
志
和

中
学
校
、
志
和
堀
保
育
所
も

加
え
、
地
域
全
体
で
青
少
年

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る
「
ひ

と
む
す
び
の
場
」を
利
用
し

て
、サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
、

２
月
の
「
寒
中
ク
リ
ー
ン
作

戦
」、３
月
の
「
水
ぬ
る
み

は
じ
め
た
川
の
掃
除
」、秋

の
「
彼
岸
花
咲
く
川
辺
の

掃
除
」な
ど
の
企
画
を
も
と

に
、「
ひ
と
む
す
び
の
場
」に

参
加
し
た
市
民
も
巻
き
込
ん

で
「
半
尾
川
ア
ダ
プ
ト
活

動
」を
展
開
し
て
い
き
た
い

で
す
。

志和堀志和堀ホホタタルまルまつつりり実行委員会実行委員会広広島大島大学学ええここ・・ペーページジ＆＆東東広広島島ひひととむむすすびび

学学
校校
・・
家家
庭庭
・・
地
域
地
域
で
ホ
タ
ル
を

で
ホ
タ
ル
を
守守
っっ
て
い
る

て
い
る
で
賞
で
賞

団
体
同
士

団
体
同
士
、、協協
力力
しし
てて
活
動
を

活
動
を
行行
っっ
てて
いい
るる
でで
賞賞

 テスト発表内容紹介



　

中
条
小
学
校
で
は
、「
中

条
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
三
つ
の
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は「
一

斉
清
掃
下
校
」。
一
斉
下
校

や
遠
足
の
と
き
な
ど
に
、
ご

み
拾
い
を
し
な
が
ら
地
域
を

清
掃
し
ま
す
。
二
つ
目
は

「
堂
々
川
の
水
質
調
査
」。
地

域
を
流
れ
る
堂
々
川
の
水
質

調
査
を
行
い
、
生
き
物
を
採

集
し
て
川
の
汚
れ
具
合
を
調

べ
ま
す
。
三
つ
目
は
、「
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
り
」。
地

　

私
た
ち
は
、
中
学
生
・
高

校
生
で
構
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
毎
月
の

定
例
会
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
研
修
会
の
開
催
、
成
人

式
や
式
典
の
補
助
と
い
っ
た

市
の
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

活
動
の
一
つ
が
、
ア
ダ
プ
ト

活
動
で
す
。
最
初
は
集
ま
り

が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
活

動
を
す
る
う
ち
に
地
域
が
き

れ
い
に
な
る
の
が
う
れ
し
く

な
り
、
活
動
範
囲
を
広
げ
対

域
の
自
然
を
守
る
と
と
も

に
、
給
食
の
残
菜
の
ご
み
な

ど
を
活
用
し
て
土
づ
く
り
を

行
い
、
で
き
た
土
を
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
に
使
い
ま
す
。
今

年
度
は
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ご
み
ひ
ろ

い　

誰
か
じ
ゃ
な
く
て　

ぼ

く
が
す
る　

私
が
す
る
」
を

合
い
言
葉
に
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
環
境
学
習
や
活
動
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

象
道
路
以
外
も
掃
除
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
も
会
を
重
ね
る
ご
と
に
増

え
て
い
き
、
30
人
前
後
の
会

員
中
28
人
が
参
加
し
た
会
も

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め

ら
れ
、
２
０
１
７
年
に
は
江

田
島
市
か
ら
善
行
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
励

み
に
し
、
今
後
は
地
域
の
皆

さ
ん
を
巻
き
込
ん
で
ア
ダ
プ

ト
活
動
に
取
り
組
み
た
い
で

す
。

福山市立中条小学校福山市立中条小学校江田島江田島ジジュュニニアアリリーーダダーーズズククララブブ

環
境
環
境
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
リ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
リ
ササ
イイ
ク
ル
ク
ル
活
動
に
も
励

活
動
に
も
励
んん
でで
い
る
い
る
でで
賞賞

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
場

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
場
所所
へへ
の
愛
着
が
増

の
愛
着
が
増
し
て
い
る
で

し
て
い
る
で
賞賞

　

大
柿
中
学
校
で
は
環
境
美

化
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も

に
、
地
域
（
故
郷
）
を
愛
す

る
気
持
ち
を
育
む
目
的
で
、

ア
ダ
プ
ト
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
清
掃
活
動
で
は
、

学
校
周
辺
の
国
道
の
植
え
込

み
の
草
抜
き
や
、
道
路
の
掃

除
を
し
て
い
ま
す
。
６
月
の

清
掃
活
動
は
「
ク
リ
ー
ン
タ

イ
ム
」
と
し
て
、
小
中
高
等

学
校
及
び
地
域
の
女
性
会
の

方
々
と
協
力
し
て
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
毎
年
秋
に
行
わ

れ
る
祭
礼
の
後
に
も
、
地
域

の
人
た
ち
と
協
力
し
て
清
掃

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ア
ダ
プ
ト
活
動
の
一

環
と
し
て
、
学
校
内
外
の
花

壇
に
花
を
植
え
、
学
校
や
地

域
を
美
し
く
華
や
か
に
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
ア
ダ
プ
ト
活
動
を

通
し
て
学
校
と
地
域
が
一
体

と
な
り
、
き
れ
い
で
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

江田島市立大柿中学校江田島市立大柿中学校

小
学
小
学
校校
・・
高高
等
学
校

等
学
校
と
の
と
の
連連
携
で
絆
が
深

携
で
絆
が
深
ま
っ
ま
っ
てて
い
る
い
る
で
賞
で
賞

　

２
０
１
４
年
度
よ
り
大
古

小
学
校
、
大
柿
中
学
校
、
大

柿
高
校
合
同
の
小
中
高
ク
リ

ー
ン
タ
イ
ム
と
い
う
清
掃
活

動
を
実
施
し
、
本
校
か
ら
は

３
年
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

縦
割
り
班
を
編
成
し
活
動
す

る
こ
と
で
、
中
高
生
は
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
相
手
を
思
い
や
る
心

と
協
調
性
を
培
い
、
小
学
生

は
先
輩
の
姿
を
見
る
事
で
自

分
た
ち
の
め
ざ
す
姿
を
自
覚

し
ま
す
。
ま
た
、
協
力
し
て

活
動
す
る
こ
と
で
、「
地
域
の

た
め
・
人
の
た
め
に
な
る
活

動
」
が
自
分
の
成
長
に
つ
な

が
る
こ
と
を
自
覚
で
き
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
元
の
大

古
地
区
自
治
会
の
皆
様
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

普
段
触
れ
合
う
こ
と
の
な
い

人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
気
付
き
や
思
い
を
経
験

で
き
ま
す
。
ま
た
江
田
島
中

学
校
や
能
美
中
学
校
と
の

連
携
し
て
、
江
田
島
市
内
の

海
水
浴
場
も
清
掃
し
て
い
ま

す
。

広島県立大柿高等学校広島県立大柿高等学校

積
極
的
に
地
域
に
関

積
極
的
に
地
域
に
関
わ
り
わ
り
、、貢
献
貢
献
し
て
い
る
で

し
て
い
る
で
賞賞

青少年活動コン 



　

食
品
容
器
環
境
美
化

協
会
（
食
環
協
）は
、
ポ

イ
捨
て
防
止
、散
乱
防
止

の
啓
発
を
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人

で
す
。飲
料
メ
ー
カ
ー
６
団
体
（
コ
カ
・

コ
ー
ラ
協
会
、（
一
社
）全
国
清
涼
飲
料

連
合
会
、（
一
社
）全
国
ト
マ
ト
工
業
会
、

（
一
社
）日
本
果
汁
協
会
、日
本
コ
ー
ヒ

ー
飲
料
協
会
、ビ
ー
ル
酒
造
組
合
）で

構
成
さ
れ
て
お
り
、主
要
事
業
と
し
て

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
推
進

や
環
境
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
学
習
支
援
の
一
環
と
し
て
、

【活動紹介】
　2011 年から通学路に散乱している空き缶など
を回収する清掃「AYC 活動」を実践しています。
当初は生徒のみで行っていましたが、住民や近
隣の小学校と連携しながら取り組むようになり、
校区全体に環境美化の輪が広がっています。協
働事業を進める上で、欠かせないのがコミュニテ
ィ・スクールの組織です。「あさなえ J ネット」と
名付け、地域とともにある学校づくりを目指して、
学校・地域・家庭の連携強化を図っているのが
最大の特徴。運営の一端を担う生徒は、活動を
振り返りながらアイデアや意見を出し合い、次の
取り組みに生かしています。AYC 活動と体力作
りが目的の「早朝元気クラブ」がコラボした環境
美化活動もその一つで、一丸となって地域を美し
くしていこうという意識が向上しています。住民の
方から感謝の声で、自己有用感が高まった生徒
は、市主催の海岸清掃や、松林の保全ボランテ
ィア活動にも、意欲的に取り組んでいます。

２
０
０
０
年
よ
り
環
境
美
化
教
育
優

良
校
等
表
彰
を
実
施
し
、環
境
美
化

教
育
に
独
創
的
、継
続
的
に
取
り
組

み
、公
共
の
場
所
の
美
化
、飲
料
空
き

容
器
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し

て
い
る
小
中
学
校
な
ど
を
、
都
道
府

県
の
推
薦
に
基
づ
き
表
彰
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
37
の
都
道
府
県
か
ら
37

校
の
推
薦
が
あ
り
、審
査
委
員
に
よ
る

厳
正
な
審
査
の
結
果
、広
島
県
か
ら

は
以
下
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
山
口

県
・
光
市
立
浅
江
中
学
校
が
最
優
秀

校
・
協
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

光
市
立
浅
江
中
学
校
が

最
優
秀
校
・
協
会
会
長
賞
を
受
賞

公
益
社
団
法
人　

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会

最優秀校・協会会長賞を授賞した、光市立浅江中学校のみなさん

傷害のため事故の日から180日以内に死
亡したとき（100 万円→）400 万円死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金

通院保険金

傷害のため事故の日から180日以内に後
遺障害が生じたとき障害の程度に応じ3
万円から（100 万円→）400 万円

傷害のため入院したとき事故の日から180
日を限度とし入院日数 1日につき（1,500
円→）3,500 円

傷害のため医師の治療を受けたとき事故
の日から180日以内において90日を限度
とし1日につき（1,000 円→）2,200 円

広島県道路河川管理課
（TEL 082-513-3903）お問合せ先

広島県からのお知らせ江田島市からのお知らせ

江田島市土木建築部建設課管理用地係
（TEL  0823-43-1646）

江田島市アダプト制度とは？

団体登録の要件は？

どんな支援を受けられる？

　江田島市が管理している道路などで、学校や企業、地
域の皆さんに清掃や緑化等の活動を行っていただき、江
田島市がそれを支援する制度

〇地域住民や地域の企業などにより、5名以上で構成さ
れていること

〇100ｍ以上の区間で、年３回以上実施される活動であ
ること

〇活動が営利目的で行われるものでないこと　　など

〇アダプト活動に係る関係保険の加入
〇アダプト活動に対する奨励金の交付
〇アダプトサイン（表示板）の設置

江田島市では、現在子どもから大
人まで市内各地の 47団体の方々
が、清掃や草刈等の活動を行っ
ています。
これからも、より多くの皆さんの
参加をお待ちしております。

アダプト
活動

団体募集
！

お問合せ先

平成31年４月16日より
【広島県河川道路美化活動保険】の

保険内容が変更となります。

傷害保険部分の額が変わります。
（※賠償保険部分の変更はありません）

チェーンソーによる傷害の場合も保険金
の支払の対象となります。

変更点❶

変更点❷

種類 額
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